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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前縁及び後縁よりも前後方向の中央部の位置が高くなるように前記前縁から前記後縁に
亘って湾曲している上面と、
　前記上面の一部を構成するカバーであって、当該カバーの前縁及び後縁よりも前後方向
の中央部の位置が高くなるように前記上面に合わせて湾曲し、開位置と閉位置との間でス
ライド可能なスライドカバーと、
　前記閉位置にあるスライドカバーによって覆われる、光ディスクを配置するためのディ
スク収容部と、
　前記ディスク収容部に設けられ、前記光ディスクの中心穴に嵌められ前記光ディスクを
回転させる回転駆動部と、
　前記スライドカバーの前方に位置し、前記スライドカバーとともに前記電子機器の湾曲
した上面を構成するフロントパネルと、
　前記フロントパネルが取り付けられる上面を有するフロントインナーパネル部を有する
ハウジングと、を備え、
　前記フロントインナーパネル部は前記フロントパネルに合わせて湾曲している
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前縁及び後縁よりも前後方向の中央部の位置が高くなるように前記前縁から前記後縁に
亘って湾曲している上面と、
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　前記上面の一部を構成するカバーであって、当該カバーの前縁及び後縁よりも前後方向
の中央部の位置が高くなるように前記上面に合わせて湾曲し、開位置と閉位置との間でス
ライド可能なスライドカバーと、
　前記閉位置にあるスライドカバーによって覆われる、光ディスクを配置するためのディ
スク収容部と、
　前記ディスク収容部に設けられ、前記光ディスクの中心穴に嵌められ前記光ディスクを
回転させる回転駆動部と、
　前記スライドカバーの後方に位置し、前記スライドカバーとともに前記電子機器の湾曲
した上面を構成するリアパネルと、
　前記リアパネルが取り付けられる上面を有するリアインナーパネル部を有するハウジン
グと、を備え、
　前記リアインナーパネル部は前記リアパネルに合わせて湾曲している
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　前縁及び後縁よりも前後方向の中央部の位置が高くなるように前記前縁から前記後縁に
亘って湾曲している上面と、
　前記上面の一部を構成するカバーであって、当該カバーの前縁及び後縁よりも前後方向
の中央部の位置が高くなるように前記上面に合わせて湾曲し、開位置と閉位置との間でス
ライド可能なスライドカバーと、
　前記閉位置にあるスライドカバーによって覆われる、光ディスクを配置するためのディ
スク収容部と、
　前記ディスク収容部に設けられ、前記光ディスクの中心穴に嵌められ前記光ディスクを
回転させる回転駆動部と、
　前記電子機器の上面の前部を構成するフロントパネルと、
　前記電子機器の上面の後部を構成するリアパネルと、
　前記フロントパネルと前記リアパネルとの間に位置するアッパーパネル部と、を備え、
　前記スライドカバーは前記フロントパネルと前記リアパネルとの間で左右方向にスライ
ド可能であり、
　前記アッパーパネル部は、前記スライドカバーが開位置にあるときに当該スライドカバ
ーによって覆われる、前記スライドカバーに合わせて湾曲した板状のサイド部を有し、
　前記サイド部の上面には左右方向に延びる複数の溝が形成されている、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項４】
　請求項１及び２に記載の電子機器において、
　前記スライドカバーは前記フロントパネルと前記リアパネルとの間でスライド可能とな
っている
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の電子機器において、
　前記電子機器の上面には、前記フロントパネルに沿って形成され、前記スライドカバー
をガイドする第１のガイド部と、前記リアパネルに沿って形成され、前記スライドカバー
をガイドする第２のガイド部と、が設けられている、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　請求項１又は３に記載の電子機器において、
　前記フロントパネルと前記スライドカバーは面一となるように配置され、
　前記フロントパネルは、当該フロントパネルの後縁に、斜め後方且つ下方に向いた斜面
を有している、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項７】
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　請求項２又は３に記載の電子機器において、
　前記リアパネルと前記スライドカバーは面一となるように配置され、
　前記リアパネルは、当該リアパネルの前縁に、斜め前方且つ下方に向いた斜面を有して
いる、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項８】
　請求項３に記載の電子機器において、
　前記フロントパネルは、前記スライドカバーとともに前記電子機器の湾曲した上面を構
成し、
　前記電子機器は、前記フロントパネルが取り付けられる上面を有するフロントインナー
パネル部を有するハウジングをさらに備え、
　前記フロントインナーパネル部は前記フロントパネルに合わせて湾曲している、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項９】
　請求項１に記載の電子機器において、
　前記ハウジングは、前記スライドカバーが上側に配置されるアッパーパネル部を備え、
　前記フロントインナーパネル部は前記アッパーパネル部から前方に延びており、
　前記アッパーパネル部の前縁と前記フロントパネルの後縁との間には隙間が形成され、
　前記フロントインナーパネル部は前記フロントパネルとの間に隙間を有する部分を含み
、
　前記フロントインナーパネル部の前記部分には前記ハウジングの内側に繋がる通気穴が
形成されている、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項１０】
　請求項３に記載の電子機器において、
　前記リアパネルは、前記スライドカバーとともに前記電子機器の湾曲した上面を構成し
、
　前記電子機器は、前記リアパネルが取り付けられる上面を有するリアインナーパネル部
を有するハウジングをさらに備え、
　前記リアインナーパネル部は前記リアパネルに合わせて湾曲している、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項１１】
　請求項２に記載の電子機器において、
　前記ハウジングは、前記スライドカバーが上側に配置されるアッパーパネル部をさらに
備え、
　前記リアインナーパネル部は前記アッパーパネル部から後方に延びており、
　前記アッパーパネル部の後縁と前記リアパネルの前縁との間には隙間が形成され、
　前記リアインナーパネル部は前記リアパネルとの間に隙間を有する部分を含み、
　前記リアインナーパネル部の前記部分には前記ハウジングの内側に繋がる通気穴が形成
されている、
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項１２】
　請求項４に記載の電子機器において、
　前記電子機器は、前記フロントパネルと前記リアパネルとの間に位置するアッパーパネ
ル部をさらに備え、
　前記アッパーパネル部は、前記スライドカバーが開位置にあるときに当該スライドカバ
ーによって覆われ、前記スライドカバーに合わせて湾曲した板状のサイド部を有し、
　前記サイド部の上面には左右方向に延びる複数の溝が形成されている、
　ことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクを利用可能な電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光ディスクに格納されたデータを再生したり、光ディスクに格納されたプログラ
ムを実行する電子機器が利用されている（例えば、米国特許第７６８７７１１号明細書）
。特許文献１の電子機器には、光ディスクを挿入するためのスロットが設けられている。
【発明の概要】
【０００３】
　スロットを有する電子機器は、その内部に、スロットに挿入された光ディスクを電子機
器内に搬送するローディング機構を必要とする。このような機構は比較的高価な部品を含
むため、電子機器のコストを増す要因となっている。
【０００４】
　本発明の一形態に係る電子機器は、前縁及び後縁よりも前後方向の中央部の位置が高く
なるように前記前縁から前記後縁に亘って湾曲している上面と、前記上面の一部を構成す
るカバーであって、当該カバーの前縁及び後縁よりも前後方向の中央部の位置が高くなる
ように前記上面に合わせて湾曲し、開位置と閉位置との間でスライド可能なスライドカバ
ーと、前記閉位置にあるスライドカバーによって覆われる、光ディスクを配置するための
ディスク収容部と、前記ディスク収容部に設けられ、前記光ディスクの中心穴に嵌められ
前記光ディスクを回転させる回転駆動部と、を備える。
【０００５】
　上記電子機器によれば、ローディング機構を要しないので、コストの低減を図ることが
できる。また、ディスク収容部を覆うカバーが湾曲しているので、回転駆動部の高さを増
すことができる。その結果、ユーザによる光ディスクの設置作業を容易化できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の実施形態に係る電子機器の斜視図である。この図ではスライドカバーは
閉位置に配置されている。
【図２】本発明の実施形態に係る電子機器の斜視図である。この図ではスライドカバーは
開位置に配置されている。
【図３】電子機器の側面図である。
【図４】電子機器の平面図である。
【図５】図４に示すＶ－Ｖ線を切断面とする、スライドカバーが閉位置に配置されている
状態の断面図である。
【図６】図４に示すＶＩ－ＶＩ線を切断面とする、スライドカバーが閉位置に配置されて
いる状態の断面図である。
【図７】図４に示すＶＩＩ－ＶＩＩ線を切断面とする、スライドカバーが閉位置に配置さ
れている状態の断面図である。
【図８】右側のサイドパネルを取り外した状態を示す斜視図である。
【図９】図４に示すＩＸ－ＩＸ線での断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、本発明の一実施形態について説明する。図１及び図２は本発明の実施形態に係る
電子機器１の斜視図である。電子機器１はスライドカバー１０を備えている。図１ではス
ライドカバー１０は閉位置に配置され、図２ではスライドカバー１０は開位置に配置され
ている。図３は電子機器１の側面図である。図４は電子機器１の平面図である。図４では
スライドカバー１０は開位置に配置されている。図５は図４に示すＶ－Ｖ線を切断面とす
る、スライドカバー１０が閉位置に配置されている状態の断面図である。図６は図４に示
すＶＩ－ＶＩ線を切断面とする、スライドカバー１０が閉位置に配置されている状態の断
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面図である。図７は図４に示すＶＩＩ－ＶＩＩ線を切断面とする、スライドカバー１０が
閉位置に配置されている状態の断面図である。以下の説明においては、これらの図に示す
Ｘ１及びＸ２をそれぞれ左方向及び右方向とし、Ｙ１及びＹ２をそれぞれ前方及び後方と
し、Ｚ１及びＺ２をそれぞれ上方及び下方とする。
【０００８】
　図１に示すように、電子機器１は、その上面に、スライドカバー１０と、後述するフロ
ントパネル２とリアパネル３とハウジング２０が有する第２サイド部２２Ｂとを有してい
る。図３に示すように、電子機器１の上面は、その前縁１ｂと後縁１ｃよりも、当該上面
の前後方向の中央部の位置が高くなるように湾曲している。電子機器１の上面は前縁１ｂ
から後縁１ｃに亘って湾曲している。すなわち、電子機器１の上面は前縁１ｂから後縁１
ｃに至る全域で湾曲している。この例の電子機器１は、左右方向に沿った軸線Ｃ１（図１
参照）を有する略楕円柱状の上部１Ａを有している。電子機器１の上部１Ａの側面は楕円
形であり、長軸Ａを有している。この例では、長軸Ａと軸線Ｃ１とを含む平面は水平であ
る。すなわち、長軸Ａと軸線Ｃ１とを含む平面は電子機器１の底面（具体的には後述する
下部１Ｂの底面）と平行である。電子機器１の上面は、楕円柱の外周面のうち、長軸Ａと
軸線Ｃ１とを含む平面よりも上側の部分を構成している。
【０００９】
　この例の電子機器１は箱状の下部１Ｂを有している。図３に示すように、上部１Ａの前
部は下部１Ｂの前面よりも前方に張り出している。また、下部１Ｂは上部１Ａに対して右
方向又は左方向のうち一方にオフセットしている。この例では、下部１Ｂは上部１Ａに対
して左方向にオフセットしている。下部１Ｂの左側面の左右方向における位置は上部１Ａ
の左側面の位置に一致している。そして、電子機器１はそれらの左側面を下側にして、立
てた状態で使用できる。上部１Ａの右側部分は下部１Ｂの右側面よりも右方向に張り出し
ている。
【００１０】
　電子機器１は、電子機器１が備える部品や装置を収容するハウジング２０を有している
。図５では、部品や装置の例として、回路基板６と電源ユニット４とが示されている。こ
の例の電源ユニット４は、回路基板４ａと回路基板４ａを収容するケース４ｂとを有して
いる。ケース４ｂには排気口４ｃが形成されている。排気口４ｃはハウジング２０の後壁
に形成された開口から露出している。
【００１１】
　ハウジング２０は上下方向において組み合わされる上ハウジング２１と下ハウジング２
９とを有している。電子機器１は、光ディスクＤに格納されたプログラムを実行したり、
光ディスクＤに格納された動画像や音声を再生するエンタテインメント装置である。上ハ
ウジング２１には光ディスクＤを収容するための凹部であるディスク収容部２２ａが形成
されている。ディスク収容部２２ａの底部にはディスクドライブ７が配置されている。デ
ィスクドライブ７は、光ディスクＤの中心穴に嵌められ光ディスクＤを回転させる回転駆
動部７ａを有している。回転駆動部７ａはディスクドライブ７が備えるスピンドルモータ
によって回転する。回転駆動部７ａには、光ディスクＤの中心穴の内周縁に引っ掛かる爪
部を有し、光ディスクＤを回転駆動部７ａに固定するチャッキング機構（不図示）が設け
られている。また、ディスクドライブ７は光ディスクＤに光を照射し、光ディスクＤに記
録されたデータを読み取るピックアップユニット７ｂを有している（図２参照）。
【００１２】
　スライドカバー１０は、ディスク収容部２２ａを覆う閉位置（図１）と、ディスク収容
部２２ａを露出させる開位置（図２）との間で、左右方向においてスライド可能である。
スライドカバー１０は、上述した電子機器１の上面に合わせて湾曲している。すなわち、
スライドカバー１０は、その前後方向の中央部の位置がその前縁及び後縁に比して高くな
るように湾曲している。このようなスライドカバー１０によれば、スライドカバー１０を
平らな板状にする場合に比してディスク収容部２２ａの底部とスライドカバー１０との距
離を確保し易くなる。その結果、回転駆動部７ａの高さｈ（図５参照）を増すことが可能
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となり、ユーザが光ディスクＤを回転駆動部７ａに嵌めたり、回転駆動部７ａから光ディ
スクＤを取り外したりする作業を容易化できる。
【００１３】
　図５に示すように、回転駆動部７ａは、スライドカバー１０における最も高い位置であ
る頂部Ｐ１の下方に位置している。この例ではスライドカバー１０の頂部Ｐ１は、電子機
器１の上面の頂部に一致している。回転駆動部７ａは頂部Ｐ１の下方に位置している。す
なわち、回転駆動部７ａの中心線Ｃ２は頂部Ｐ１を通っている。そのため、回転駆動部７
ａの高さをさらに容易に増すことができる。また、回転駆動部７ａに設けられるチャッキ
ング機構の構造の自由度を増すことができる。
【００１４】
　電子機器１の上面の頂部は当該上面の前後方向の中央部に位置している。したがって、
この例では、回転駆動部７ａは電子機器１の前後方向の中央部に位置している。図４に示
すように、ディスクドライブ７は前後方向に対して斜めに配置されている。すなわち、デ
ィスクドライブ７の長手方向Ｄ１は電子機器１の前後方向に対して傾斜している。ディス
クドライブ７のこのような配置により、回転駆動部７ａを電子機器１の前後方向の中央部
に位置させながら、電子機器１の前後方向の幅を低減できる。
【００１５】
　上述したように、電子機器１は、その上面を構成する部材として、スライドカバー１０
の一方側（この例では前側）に位置するパネル２（以下においてフロントパネル）とスラ
イドカバー１０の他方側（この例では後側）に位置するパネル３（以下においてリアパネ
ル）とを有している。スライドカバー１０はフロントパネル２とリアパネル３との間でス
ライド可能となっている。図３に示すように、フロントパネル２は電子機器１の上面の前
部を構成し、リアパネル３は電子機器１の上面の後部を構成している。パネル２，３は、
電子機器１の上面が上述した楕円柱の外周面となるように湾曲している。２つのパネル２
，３の左右方向の幅は電子機器１の幅に一致している。
【００１６】
　図５に示すように、下ハウジング２９の前部２９ｂは電子機器１の下部１Ｂよりも前方
に張り出し、電子機器１の上部１Ａの下面を構成している。下ハウジング２９の前部は、
楕円柱状の上部１Ａの外周面の前部を構成するように湾曲している。すなわち、下ハウジ
ング２９の前部２９ｂは前方且つ上方に向かうように湾曲している。この例では、下ハウ
ジング２９の前縁とフロントパネル２の前縁との間には、左右方向において並ぶ２つのフ
ロントバー８,９が配置されている（図１参照）。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、スライドカバー１０はフロントパネル２とリアパネル３と
の間に配置され、それらの間で左右方向にスライド可能となっている。この例のスライド
カバー１０は、ユーザが手動で開閉できるカバーである。すなわち、ユーザはスライドカ
バー１０を開位置又は閉位置に向けて押して、スライドカバー１０を開けたり閉じたりで
きる。スライドカバー１０の前側と後側にそれぞれフロントパネル２とリアパネル３とを
配置する本実施形態の構造によれば、ユーザがスライドカバー１０を開閉するときに電子
機器１の上面の前部又は後部を押すことを防ぐことができる。そのため、スライドカバー
１０の開閉時に電子機器１にモーメントが生じるためにその姿勢が変化することを、抑え
ることが可能となる。なお、この例の電子機器１の最前部には、スライドカバー１０を開
けるためのボタンが設けられている。この例では、フロントバー９の端部９ａがボタンと
して機能している。このボタンの操作によってもユーザはスライドカバー１０を開けるこ
とができる。
【００１８】
　スライドカバー１０は閉位置にあるときに電子機器１の上面における右側又は左側のう
ちの一方側に位置している。この例では、図１に示すように、スライドカバー１０は閉位
置にあるときに電子機器１の上面の右側に位置している。スライドカバー１０の右縁１０
ｃは閉位置にあるときに、電子機器１の右端部に位置している。そのため、ユーザは指を
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スライドカバー１０の右縁１０ｃに引っ掛けて、スライドカバー１０を開位置に移動させ
ることができる。図３に示すように、この例の電子機器１は、後において詳説するサイド
パネル３１を有している。スライドカバー１０の右縁１０ｃは、サイドパネル３１の外周
縁の上側に位置し、サイドパネル３１の外周縁に沿って湾曲している。
【００１９】
　スライドカバー１０は開位置にあるときに電子機器１の上面における右側又は左側のう
ちの他方側に位置している。この例では、図４に示すように、スライドカバー１０は開位
置にあるときに上面の左側に位置している。スライドカバー１０の左縁１０ｄは開位置に
あるときに、電子機器１の左端部よりも右方向に位置している。上述したように、電子機
器１は左側面を下側にして、立てた状態で使用することが可能となっている。スライドカ
バー１０が開位置にあるときにその左縁１０ｄは電子機器１の左端部よりも右方向に位置
しているので、電子機器１を立てた状態でスライドカバー１０を開ける場合に、電子機器
１が置かれる面にスライドカバー１０の左縁１０ｄが当ることを防ぐことができる。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、上ハウジング２１はアッパーパネル部２２を有している。
アッパーパネル部２２はフロントパネル２とリアパネル３との間に位置している。スライ
ドカバー１０はアッパーパネル部２２の上側で左右方向にスライド可能となっている。ア
ッパーパネル部２２は、その右部又は左部のうちの一方に、上述のディスク収容部２２ａ
が形成される第１サイド部２２Ａを有している（図２参照）。第１サイド部２２Ａはスラ
イドカバー１０が閉位置にあるときにスライドカバー１０によって覆われる。アッパーパ
ネル部２２は、その右部又は左部のうちの他方に、第２サイド部２２Ｂを有している（図
１参照）。この例のアッパーパネル部２２はその右部に第１サイド部２２Ａを有し、その
左部に第２サイド部２２Ｂを有している。第２サイド部２２Ｂは板状であり、スライドカ
バー１０とともに電子機器１の上面を構成している。第２サイド部２２Ｂはスライドカバ
ー１０が開位置にあるときにスライドカバー１０によって覆われる。
【００２１】
　図５に示すように、スライドカバー１０はフロントパネル２と面一となっている。すな
わち、スライドカバー１０の前部１０ａとフロントパネル２の後縁は略同一平面に位置し
、なだらかに連なっている。同様に、スライドカバー１０はリアパネル３と面一となるよ
うに配置されている。すなわち、スライドカバー１０の後部１０ｂとリアパネル３の前縁
は略同一平面に位置し、なだらかに連なっている。
【００２２】
　図６及び図７に示すように、上ハウジング２１のアッパーパネル部２２の前縁２２ｃは
、フロントパネル２の後縁よりも下方に位置している。また、上ハウジング２１のアッパ
ーパネル部２２の後縁２２ｄは、リアパネル３の前縁よりも下方に位置している。これに
より、スライドカバー１０が閉位置及び開位置のいずれにある場合でも、スライドカバー
１０とパネル２，３とを面一に配置できる。アッパーパネル部２２の前縁２２ｃとフロン
トパネル２の後縁との間には隙間が設けられ、アッパーパネル部２２の後縁２２ｄとリア
パネル３の前縁との間にも隙間が設けられている。これらの隙間に、スライドカバー１０
の最前部（具体的には後述する前被ガイド部１１ａが形成された部分）と、最後部（具体
的には後述する後被ガイド部１１ｂが形成された部分）とが入り込んでいる。
【００２３】
　アッパーパネル部２２の上述した第２サイド部２２Ｂは、電子機器１の上面が上述した
楕円柱の外周面となるように湾曲している。すなわち、第２サイド部２２Ｂは、スライド
カバー１０に合わせて、第２サイド部２２Ｂの前縁及び後縁に比して前後方向の中央部が
高くなるように湾曲している。第２サイド部２２Ｂをこのように上方に膨らむように湾曲
させることにより、ハウジング２０の容量が小さくなることを抑えることができる。また
、第２サイド部２２Ｂはスライドカバー１０に合わせて湾曲しているので、第２サイド部
２２Ｂの前縁（すなわちアッパーパネル部２２の前縁２２ｃ）と第２サイド部２２Ｂの後
縁（すなわちアッパーパネル部２２の後縁２２ｄ）がそれぞれパネル２，３の縁よりも下
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方に位置することに起因して、それらの間の凹みが目立つことを抑えることができる。そ
の結果、電子機器１の上面のデザインの統一性を図ることができる。
【００２４】
　図６に示すように、フロントパネル２は、その後縁に、斜め後方且つ下方に向いた斜面
２ａを有している。すなわち、アッパーパネル部２２側に位置するフロントパネル２の端
面は斜め後方且つ下方に向いている。その結果、ユーザが電子機器１を見た時に、フロン
トパネル２の端面が目立ちにくくなる。そのため、第２サイド部２２Ｂの前縁がフロント
パネル２の後縁に対して下がっていることが目立ちにくくなる。
【００２５】
　図７に示すように、リアパネル３は、その前縁に、斜め前方且つ下方に向いた斜面３ａ
を有している。すなわち、アッパーパネル部２２側のリアパネル３の端面は斜め前方且つ
下方に向いている。その結果、ユーザが電子機器１を見た時に、リアパネル３の端面が目
立ちにくくなる。そのため、第２サイド部２２Ｂの後縁がリアパネル３の前縁に対して下
がっていることが目立ちにくくなる。
【００２６】
　図５及び図６に示すように、上ハウジング２１は、その前部に、アッパーパネル部２２
から前方に延びるフロントインナーパネル部２６を有している。フロントパネル２はフロ
ントインナーパネル部２６の上面に取り付けられている。フロントインナーパネル部２６
はフロントパネル２に合わせて湾曲し、電子機器１の前部はフロントパネル２とフロント
インナーパネル部２６とで構成される二重構造を有している。これにより、斜め上側から
作用する外力に対する電子機器１の前部の強度を増すことができる。
【００２７】
　図７に示すように、上ハウジング２１は、その後部に、アッパーパネル部２２から後方
に延びるリアインナーパネル部２７を有している。リアパネル３は、リアインナーパネル
部２７の上面に取り付けられている。リアインナーパネル部２７はリアパネル３に合わせ
て湾曲し、電子機器１の後部はリアパネル３とリアインナーパネル部２７とで構成される
二重構造を有している。これにより、斜め上側から作用する外力に対する電子機器１の後
部の強度を増すことができる。
【００２８】
　上述したように、フロントパネル２とリアパネル３は、電子機器１の上面が楕円柱の外
周面を構成するように湾曲している。そして、フロントインナーパネル部２６とリアイン
ナーパネル部２７はそれぞれフロントパネル２とリアパネル３とに合わせて湾曲している
。これにより、ハウジング２０の容量の低下を抑えることができている。つまり、電子機
器１の上面を湾曲させる形態としては、例えば図３の二点鎖線Ｌ３に示すように、上面の
頂部Ｐ１と上面の前縁１ｂと上面の後縁１ｃとを通る円弧状に上面を湾曲させる形態が考
えられる。電子機器１の上面（具体的には、フロントパネル２とリアパネル３）を楕円柱
の外周面を構成するように湾曲させた場合には、図３に示すように、電子機器１の上面の
前部及び後部は二点鎖線Ｌ３よりも膨らむ。その結果、ハウジング２０の前部と後部の容
量の低下が抑えられている。
【００２９】
　フロントインナーパネル部２６は、フロントパネル２との間に隙間を有する部分を有し
ている。この例では、図６に示すように、フロントインナーパネル部２６は平らな後部２
６ａを有し、後部２６ａとフロントパネル２との間に隙間が形成されている。後部２６ａ
にはハウジング２０の内側に繋がる通気穴２６ｂが形成されている。この例では、後部２
６ａには左右方向に並ぶ複数の通気穴２６ｂが形成されている（図４参照）。上述したよ
うに、フロントパネル２の後縁とアッパーパネル部２２との間の隙間が形成されている。
ハウジング２の内側には回路基板６に実装された電子部品を冷却するための冷却ファン（
不図示）が配置されている。冷却ファンの駆動により、フロントパネル２の後縁とアッパ
ーパネル部２２との間の隙間と、通気穴２６ｂとを流れる空気流Ｆ１が形成される。この
例では、空気流Ｆ１は、フロントパネル２の後縁とアッパーパネル部２２との間には隙間
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と、通気穴２６ｂとを通ってハウジング２０内に向かう。上述したように、フロントパネ
ル２は、その後縁に、斜面２ａを有している。そのため、空気流Ｆ１の円滑化を図ること
ができる。なお、通気穴２６ｂはフロントパネル２のための取付穴としても機能している
。すなわち、フロントパネル２の下面に係合部２ｃが形成され、係合部２ｃは通気穴２６
ｂの縁に引っ掛かっている。
【００３０】
　リアインナーパネル部２７は、リアパネル３との間に隙間を有する部分を有している。
この例では、図７に示すように、リアインナーパネル部２７は平らな前部２７ａを有し、
前部２７ａとリアパネル３との間に隙間が形成されている。前部２７ａには、ハウジング
２０の内側に繋がる通気穴２７ｂが形成されている。この例の前部２７ａには、左右方向
に並ぶ複数の通気穴２７ｂが形成されている（図４参照）。上述したように、リアパネル
３の前縁とアッパーパネル部２２との間には隙間が形成されている。上述の冷却ファンの
駆動により、リアパネル３の前縁とアッパーパネル部２２との間には隙間と通気穴２７ｂ
とを流れる空気流Ｆ２が形成される。すなわち、この例では、空気流Ｆ２は、リアパネル
３の前縁とアッパーパネル部２２との間の隙間と、通気穴２７ｂとを通ってハウジング２
０内に向かう。上述したように、リアパネル３は、その前縁に、斜面３ａを有している。
そのため、空気流Ｆ３の円滑化を図ることができる。なお、通気穴２７ｂも、通気穴２６
ｂと同様に、リアパネル３のための取付穴としても機能している。すなわち、リアパネル
３の下面に係合部３ｃが形成され、係合部３ｃは通気穴２７ｂに引っ掛かっている。
【００３１】
　上述したように、スライドカバー１０はアッパーパネル部２２の上側で左右方向にスラ
イド可能となっている。また、スライドカバー１０は前縁と後縁とに比してその前後方向
の中央部が高くなるように湾曲している。そのため、スライドカバー１０をアッパーパネ
ル部２２に取り付ける作業を行う際、作業者はスライドカバー１０を反対側に湾曲させる
ことでスライドカバー１０の前縁と後縁との間隔が広げることができる。スライドカバー
１０の最前部（後述する前被ガイド部１１ａ）と最後部（後述する後被ガイド部１１ｂ）
は、アッパーパネル部２２の前縁と後縁とを掴むように、スライドカバー１０の前後方向
の中央部に向かって屈曲している（図５参照）。スライドカバー１０のこのような取付構
造によれば、取り付け作業を行う作業者は、スライドカバー１０の前縁と後縁との間隔が
広がるようにスライドカバー１０を湾曲させることで、スライドカバー１０をアッパーパ
ネル部２２に取り付けることが可能となる。
【００３２】
　電子機器１の上面には、フロントパネル２に沿って形成され、スライドカバー１０をガ
イドする前ガイド部２２ｅが設けられている。この例では、図６に示すように、前ガイド
部２２ｅはアッパーパネル部２２の前縁に形成され、スライドカバー１０を左右方向に案
内する。また、電子機器１の上面には、リアパネル３に沿って形成され、スライドカバー
１０をガイドする後ガイド部２２ｆが設けられている。この例では、図７に示すように、
後ガイド部２２ｆはアッパーパネル部２２の後縁に形成され、スライドカバー１０を左右
方向に案内する。スライドカバー１０は、図５に示すように、その前縁に、前ガイド部２
２ｅに係合する前被ガイド部１１ａを有している。また、スライドカバー１０は、その後
縁に後ガイド部２２ｆに係合する後被ガイド部１１ｂを有している。前被ガイド部１１ａ
と後被ガイド部１１ｂはスライドカバー１０の前後方向の中央部に向かって突出している
。アッパーパネル部２２の前ガイド部２２ｅは前被ガイド部１１ａが嵌る溝であり、後ガ
イド部２２ｆは後被ガイド部１１ｂが嵌る溝である。スライドカバー１０は、前被ガイド
部１１ａと後被ガイド部１１ｂとによって、アッパーパネル部２２を掴んでいる。
【００３３】
　図６に示すように、フロントパネル２の後縁とアッパーパネル部２２の前縁２２ｃとの
間には隙間が形成されている。スライドカバー１０の最前部はこの隙間を通ってフロント
パネル２の最後部の下側に延びている（図５参照）。換言すると、フロントパネル２はス
ライドカバー１０の最前部を覆っている。スライドカバー１０は、フロントパネル２の下
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側に位置する部分に、上述の被ガイド部１１ａを有している。したがって、フロントパネ
ル２によって、スライドカバー１０のガイド機構（すなわち上述の被ガイド部１１ａ及び
ガイド部２２ｃ）を保護することが可能となり、円滑なスライドが実現され易くなる。ま
た、ガイド機構の露出を抑えることができる。特にこの例では、フロントパネル２は、そ
の後縁に、斜面２ａを有している。そのため、フロントパネル２とアッパーパネル部２２
の前縁２２ｃとの間の隙間を確保しながら、フロントパネル２とスライドカバー１０とが
重なる領域、すなわちフロントパネル２によって保護できる範囲を拡大できる。
【００３４】
　図７に示すように、リアパネル３の前縁とアッパーパネル部２２の後縁２２ｄとの間に
も隙間が形成されている。スライドカバー１０の最後部はこの隙間を通ってリアパネル３
の最前部の下側に延びている（図５参照）。換言すると、リアパネル３はスライドカバー
１０の最後部を覆っている。スライドカバー１０は、リアパネル３の下側に位置する部分
に、上述の被ガイド部１１ｂを有している。したがって、リアパネル３によって、スライ
ドカバー１０のガイド機構（すなわち上述の被ガイド部１１ｂ及びガイド部２２ｆ）を保
護することが可能となり、円滑なスライドが実現され易くなる。また、ガイド機構の露出
を抑えることができる。特にこの例では、リアパネル３は、その前縁に、斜面３ａを有し
ている。そのため、リアパネル３とアッパーパネル部２２の後縁２２ｄとの間の隙間を確
保しながら、リアパネル２によって保護できる範囲を拡大できる。
【００３５】
　図１及び図３に示すように、スライドカバー１０には複数の溝１０ｅが形成されている
。これによりユーザがスライドカバー１０を動かすときにスライドカバー１０が受ける外
力に対する強度を増すことができている。この例では、左右方向に延びる複数の溝１０ｅ
が前後方向において等間隔で並んでいる。特にこの例では溝１０ｅはスライドカバー１０
の上面に形成され、溝１０ｅが形成される領域は、スライドカバー１０の前縁から後縁に
及んでいる。
【００３６】
　上述したように、アッパーパネル部２２は第２サイド部２２Ｂを有している。図１に示
すように、第２サイド部２２Ｂにも複数の溝２２ｇが形成されている。これにより、電子
機器１の上面の強度を増すことが可能となっている。この例では、溝２２ｇも、スライド
カバー１０の溝１０ｅと同様に左右方向に延び、且つ第２サイド部２２Ｂの上面に形成さ
れている。その結果、スライドカバー１０を左右方向にスライドさせるときに、スライド
カバー１０の下面は隣接する２つの溝２２ｇの間の部分に接する。そのため、第２サイド
部２２Ｂの上面にスライドカバー１０の移動による跡が形成される場合であっても、その
跡が目立つことを抑えることができる。この例では溝２２ｇが形成される領域は、第２サ
イド部２２Ｂの前縁から後縁に及んでいる。その結果、ユーザがスライドカバー１０の上
面のいずれの部分を押してスライドカバー１０を動かす場合であっても、それによる跡が
目立つことを抑えることができる。なお、この例では、図４に示すように、第１サイド部
２２Ａにも左右方向に延びる複数の溝２２ｈが形成されている。
【００３７】
　上述したように、電子機器１はその左右の側面を構成するサイドパネル３１を有してい
る（図３参照）。図８は右側のサイドパネル３１を取り外した状態を示す斜視図である。
図９は図４に示すＩＸ－ＩＸ線での断面図である。
【００３８】
　図８及び図９に示すように、ハウジング２０はサイドインナーパネル部２５を有してい
る。この例では、サイドインナーパネル部２５は上ハウジング２１に形成されている。サ
イドインナーパネル部２５は、電子機器１の上部１Ａを構成しており、側面視で略楕円形
を有している。サイドパネル３１はサイドインナーパネル部２５に取り付けられており、
電子機器１の側部はサイドインナーパネル部２５とサイドパネル３１とで構成される二重
構造を有している。これにより、ハウジング２０の強度を増すことができている。また、
この例では、上ハウジング２１の右側に設けられた図８に示すサイドインナーパネル部２



(11) JP 5818976 B2 2015.11.18

10

20

30

40

50

５には、ハードディスク装置１３を挿入するための開口が形成されており、サイドパネル
３１はハードディスク装置１３を隠すためのパネルとしても機能している。なお、この例
の電子機器１では、図９に示すように、上ハウジング２１と下ハウジング２９は螺子４１
によって互いに固定されている。
【００３９】
　図８に示すように、電子機器１の上部１Ａは、その右端部に、サイドパネル３１の外周
縁を取り囲むフランジ部Ｒを有している。この例のフランジ部Ｒは、フロントパネル２の
右縁２ｂと、スライドカバー１０の右縁１０ｃとリアパネル３の右縁３ｂと下ハウジング
２９の右縁２９ａとで構成され、これらがサイドパネル３１の外周縁を取り囲んでいる（
図３参照）。サイドパネル３１は電子機器１の上部１Ａを構成しており、楕円形である。
フランジ部Ｒは楕円形の環状である。フランジ部Ｒは斜面Ｒａを有している。斜面Ｒａは
、フランジ部Ｒの内方（軸線Ｃ１に向かう方向）且つ左右方向における電子機器の外方に
向くように、傾斜している。また、斜面Ｒａはフランジ部Ｒの全周に形成されている。図
９に示すように、フランジ部Ｒとサイドパネル３１の外周縁との間にはクリアランスが形
成されている。すなわち、サイドパネル３１はフランジ部Ｒに比して僅かに小さなサイズ
を有している。斜面Ｒａは、側面視においてサイドパネル３１の外周縁と重なるように位
置している。そのため、サイドパネル３１がフランジ部Ｒに対して位置ずれしている場合
であっても、それらの位置ずれに起因する隙間を通してインナーパネル部２５が見えるこ
とを抑えることができる。その結果、それらの隙間が目立つことを抑えることが可能とな
る。
【００４０】
　図９に示すように、ハウジング２０は通気穴２９ｃを有している。通気穴２９ｃはサイ
ドパネル３１の外周部によって隠れる位置に形成されている。これにより、電子機器１の
外観が通気穴２９ｃにより悪化することを抑えながら、フランジ部Ｒとサイドパネル３１
の外周縁との間のクリアランスと、通気穴２９ｃとを通る空気流Ｆ３を形成できる。この
例では、空気流Ｆ３は、上述の冷却ファンの駆動により、フランジ部Ｒとサイドパネル３
１の外周縁との間のクリアランスと、通気穴２９ｃとを通してハウジング２０の内側に向
かう。
【００４１】
　この例では、図９に示すように、下ハウジング２９の上面には、サイドパネル３１の内
側に位置するリブ２９ｄが形成されている。この例のリブ２９は、下ハウジング２９の前
縁から後縁に向かって延びている（図８参照）。リブ２９には、当該リブ２９の延伸方向
に並ぶ複数の通気穴２９ｃが形成されている。なお、この例のリブ２９は上ハウジング２
１のサイドインナーパネル部２５よりも内側に位置している。
【００４２】
　図８に示すように、サイドパネル３１は、その外周縁に、斜面３１ａを有している。図
９に示すように、斜面３１ａはフランジ部Ｒの斜面Ｒａに対向している。すなわち、斜面
３１ａはハウジング２０に向き且つサイドパネル３１の外周縁の外方に向くように向いて
いる。そして、サイドパネル３１の斜面３１ａとフランジ部Ｒの斜面Ｒａとの間には、通
気穴２９ｃに向かって概ね直線的に延びる空気流路が形成される。その結果、空気流Ｆ３
の円滑化を図ることができる。
【００４３】
　なお、ここでは図８及び図９を参照して電子機器１の右側の構造を説明したが、上ハウ
ジング２１のインナーパネル部２５や、下ハウジング２９の通気穴２９ｃは、電子機器１
の左側にも形成されている。
【００４４】
　図８に示すように、サイドパネル３１は、サイドインナーパネル部２５と対向する面に
、複数（この例では７つ）の係合部３１ｄを有している。一方、サイドインナーパネル部
２５は、係合部３１ｄが引っ掛かる被係合部２５ａを有している。この例では、複数の係
合部３１ｄの端部は同一方向（この例では前方）に屈曲している。そのため、サイドパネ
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ル３１の取り付け作業では、サイドインナーパネル部２５に対してサイドパネル３１を平
行に配置し、その後に、サイドパネル３１を前方に移動させることにより、サイドパネル
３１の係合部３１ｄをサイドインナーパネル部２５の被係合部２５ａに引っ掛けることが
できる。また、サイドパネル３１は、突起３１ｅを有している。一方、サイドインナーパ
ネル部２５にはリブ２５ｂが形成されている。サイドパネル３１の取り付け作業において
サイドパネル３１を前方に移動させるとき、突起３１ｅはリブ２５ｂを乗り越えて前方に
移動する。その結果、サイドパネル３１がユーザの意図無く外れることを抑えることがで
きる。なお、突起３１ｅがリブ２５ｂを乗り越えやすくするために、突起３１ｅは、その
外面（リブ２５ｂに当る面）に斜面を有している。
【００４５】
　以上説明したように、スライドカバー１０は、その前縁及び後縁よりも前後方向の中央
部の位置が高くなるように湾曲している。光ディスクを配置するためのディスク収容部２
２ａは、閉位置にあるスライドカバー１０によって覆われる。ディスク収容部２２ａには
、光ディスクの中心穴に嵌められ光ディスクを回転させる回転駆動部７ａが設けられてい
る。この構造によれば、電子機器に光ディスクを搬送するローディング機構を要しないの
で、コストの低減を図ることができる。また、回転駆動部７ａの高さを増すことができる
ので、光ディスクのディスク収容部２２ａの設置作業を容易化できる。
【００４６】
　また、スライドカバー１０は、当該スライドカバー１０の一方側（以上の例では、前側
）に設けられるフロントパネル２と、当該スライドカバー１０の他方側（以上の例では後
側）に設けられるリアパネル３との間でスライド可能となっている。そして、電子機器１
の上面には、フロントパネル２に沿って形成され、スライドカバー１０をガイドするガイ
ド部２２ｅと、リアパネル３に沿って形成されスライドカバー１０をガイドするガイド部
２２ｆと、が設けられている。この構造によれば、ユーザが電子機器１を見たときにガイ
ド部２２ｅ，２２ｆが目立つことを、抑えることができる。
【００４７】
　また、電子機器１は、その上面の前部を構成するフロントパネル２と、上面の後部を構
成するリアパネル３とを備え、スライドカバー１０はフロントパネル２とリアパネル３と
の間で左右方向にスライドしている。この構造によれば、ユーザがスライドカバー１０を
動かすときに、電子機器の姿勢が変化することを抑えることができる。
【００４８】
　フロントパネル２とスライドカバー１０は面一となるように配置され、フロントパネル
２は、当該フロントパネル２の後縁に、斜め後方且つ下方に向いた斜面２ａを有している
。この構造によれば、フロントパネル２の後縁と上ハウジング２１との間の隙間が目立つ
ことを抑えることができる。
【００４９】
　リアパネル３とスライドカバー１０は面一となるように配置され、リアパネル３は、当
該リアパネル３の前縁に、斜め前方且つ下方に向いた斜面３ａを有している。この構造に
よれば、リアパネル３の前縁と上ハウジング２１との間の隙間が目立つことを抑えること
ができる。
【００５０】
　電子機器１の上面は、その前縁１ｂ及び後縁１ｃよりも前後方向の中央部の位置が高く
なるように湾曲している。また、電子機器１は、スライドカバー１０の前方に位置し、ス
ライドカバー１０とともに電子機器１の湾曲した上面を構成するフロントパネル２と、フ
ロントパネル２が取り付けられる上面を有するフロントインナーパネル部２６を有するハ
ウジング２０を備えている。そして、フロントインナーパネル部２６はフロントパネル２
に合わせて湾曲している。この構造によれば、電子機器１の前部が二重構造を有すること
となり、当該前部の強度を増すことができる。
【００５１】
　ハウジング２０は、スライドカバー１０が上側に配置されるアッパーパネル部２２を備
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えている。フロントインナーパネル部２６はアッパーパネル部２２から前方に延びている
。アッパーパネル部２２の前縁とフロントパネル２の後縁との間には隙間が形成され、フ
ロントインナーパネル部２６はフロントパネル２との間に隙間を有する部分（後部２６ａ
）を含んでいる。フロントインナーパネル部２６の後部２６ａにはハウジング２０の内側
に繋がる通気穴２６ｂが形成されている。これによれば、フロントパネル２によって通気
穴２６ｂが覆われるため、電子機器１の外観が通気穴２６ｂの存在により悪化することを
抑えながら、アッパーパネル部２２の前縁とフロントパネル２の後縁との間の隙間を空気
流路として機能させることができる。
【００５２】
　電子機器１は、リアパネル３が取り付けられる上面を有するリアインナーパネル部２７
を有するハウジング２０を備えている。リアインナーパネル部２７はリアパネル３に合わ
せて湾曲している。この構造によれば、電子機器１の後部が二重構造を有することとなり
、当該後部の強度を増すことができる。
【００５３】
　ハウジング２０は、スライドカバー１０が上側に配置されるアッパーパネル部２２を備
え、リアインナーパネル部２７はアッパーパネル部２２から後方に延びており、アッパー
パネル部２２の後縁とリアパネル３の前縁との間には隙間が形成され、リアインナーパネ
ル部２７はリアパネル３との間に隙間を有する部分（前部２７ａ）を含み、リアインナー
パネル部２７の前部２７ａにはハウジング２０の内側に繋がる通気穴２７ｂが形成されて
いる。これによれば、通気穴２７ｂの存在により、電子機器１の外観が悪化することを抑
えることができる。
【００５４】
　フロントパネル２とリアパネル３との間に位置するアッパーパネル部２２を備えている
。アッパーパネル部２２は、スライドカバー１０が開位置にあるときに当該スライドカバ
ー１０によって覆われ、スライドカバー１０に合わせて湾曲した板状の第２サイド部２２
Ｂを有し、第２サイド部２２Ｂの上面には左右方向に延びる複数の溝２２ｇが形成されて
いる。これによれば、第２サイド部２２Ｂの上面にスライドカバー１０の移動による跡が
形成される場合であっても、その跡が目立つことを抑えることができる。
【００５５】
　なお、本発明は以上説明した電子機器１に限られず、種々の変形がなされてよい。
【００５６】
　例えば、スライドカバー１０に形成された溝１０ｅとアッパーパネル部２２に形成され
た溝２２ｇは必ずしも無くてもよい。
【００５７】
　また、サイドパネル３１は必ずしも無くてもよい。その場合、上ハウジング２１又は下
ハウジング２９に、電子機器１の側面を構成する部分が設けられてもよい。
【００５８】
　電子機器１では、スライドカバー１０の被ガイド部１１ａ，１１ｂはアッパーパネル部
２２の前縁と後縁とを掴むように構成されていた。しかしながら、スライドカバー１０の
取付構造は必ずしもこれに限られない。例えば、スライドカバー１０の被ガイド部１１ａ
，１１ｂはそれぞれ前方及び後方に突出してもよい。そして、被ガイド部１１ａ，１１ｂ
がそれぞれフロントパネル２とリアパネル３とに引っ掛かることによって、スライドカバ
ー１０は電子機器１に取り付けられてもよい。
【００５９】
　また、電子機器１の上面は楕円柱の外周面を構成するように湾曲するのではなく、円柱
の外周面の一部を構成するように湾曲してもよい。
【００６０】
　スライドカバー１０は電子機器１の端部（以上の例では左端部）を越える位置までスラ
イド可能であってもよい。
【００６１】
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　また、フロントパネル２とリアパネル３の双方又はいずれか一方は、必ずしも設けられ
ていなくてもよい。この場合、上ハウジング２１の前部（すなわちフロントインナーパネ
ル部２６）又は後部（すなわちリアインナーパネル部２７）が電子機器１の上面を構成し
てもよい。
【００６２】
　また、電子機器１の最前部に設けられたフロントバー８，９は必ずしも無くてもよい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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